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第
百
十
六
号
議
案 

 
 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

第
一
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例

第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
二
十
三
項
第
二
号
事
務
の
欄
１
中
「
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
六

十
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
項
た
だ
し
書
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
二
十
七
項
第
一
号
事
務
の
欄
44
中
「
第
七
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
七
条
第
三

項
」
に
改
め
、
同
欄
45
中
「
第
七
十
七
条
第
六
項
」
を
「
第
七
十
七
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同

欄
46
中
「
第
七
十
九
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
七
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
49
中

「
第
七
十
九
条
第
六
項
」
を
「
第
七
十
九
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
欄
51
中
「
第
三
十
四
条
第

二
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
三
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
52
中
「
第
三
十
四
条
第
六
項
」

を
「
第
三
十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

別
表
第
三
十
項
事
務
の
欄
５
中
「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

別
表
第
六
十
項
第
二
号
事
務
の
欄
14
中
「
第
八
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
八
十
一

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
15
中
「
第
八
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
八
十
一
条
第
五
項
」
に
改

め
る
。 

 
 

別
表
第
七
十
六
項
第
一
号
事
務
の
欄
24
中
「
第
十
三
条
第
十
号
」
を
「
第
十
三
条
第
十
一
号
」

に
改
め
る
。 

 
 

別
表
第
九
十
二
項
事
務
の
欄
28
中
「
第
百
六
十
三
条
」
を
「
第
百
六
十
三
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
欄
中
39
を
40
と
し
、
29
か
ら
38
ま
で
を
30
か
ら
39
ま
で
と
し
、
28
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

 
 

29 

法
第
百
六
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
要
請 

第
二
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 
 

別
表
第
三
十
七
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
吉
見
町
」
の
下
に
「
、
宮
代
町
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
五
十
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  
 

別
表
第
五
十
項
第
二
号
市
町
村
の
欄
中
「
鳩
山
町
」
の
下
に
「
、
東
秩
父
村
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
五
十
一
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
及
び
同
項
第
二
号
市
町
村
の
欄
中
「
加
須
市
」
の
下

に
「
、
本
庄
市
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
六
十
一
項
第
一
号
事
務
の
欄
１
中
「
第
十
八
条
の
三
十
一
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条

の
三
十
六
第
二
項
」
に
、
「
第
十
八
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
八
条
の
二
十
三
第

一
項
、
第
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
並
び
に
第
十
八
条
の
二
十
五
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の

十
七
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
八
条
の
二
十
八
第
一
項
、
第
十
八
条
の
二
十
九
第
一
項
並
び

各
町
村 
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に
第
十
八
条
の
三
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
十
八
条
の
十
六
、
第
十
八
条
の
十
九
、

第
十
八
条
の
二
十
六
並
び
に
第
十
八
条
の
二
十
九
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
十
八
、
第
十
八

条
の
二
十
一
、
第
十
八
条
の
三
十
一
並
び
に
第
十
八
条
の
三
十
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
３

中
「
第
十
八
条
の
三
十
一
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
中

「
第
十
八
条
の
二
十
九
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

事
務
の
欄
１
中
「
第
十
八
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
及

び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
十
八
条
の
十
六
並
び
に
第
十
八
条
の
十
九
」
を
「
第
十

八
条
の
十
八
並
び
に
第
十
八
条
の
二
十
一
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
事
務
の
欄
１
中
「
第
十
八

条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同

欄
２
中
「
第
十
八
条
の
十
六
並
び
に
第
十
八
条
の
十
九
」
を
「
第
十
八
条
の
十
八
並
び
に
第
十

八
条
の
二
十
一
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
事
務
の
欄
１
中
「
第
十
八
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第

二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
十
八
条
の
十

六
及
び
第
十
八
条
の
十
九
」
を
「
第
十
八
条
の
十
八
及
び
第
十
八
条
の
二
十
一
」
に
改
め
る
。 

 
 

別
表
第
六
十
二
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
吉
見
町
」
の
下
に
「
、
宮
代
町
」
を
加
え
、
同

項
第
七
号
市
町
村
の
欄
中
「
熊
谷
市
」
の
下
に
「
、
川
口
市
」
を
加
え
、
同
項
第
八
号
市
町
村

の
欄
中
「
、
宮
代
町
」
を
削
る
。 

 
 

別
表
第
七
十
九
項
第
一
号
事
務
の
欄
中
３
を
４
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

３ 

法
第
五
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
通
知 

 
 

別
表
第
七
十
九
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
市
町
村
の
欄
中
「
蓮
田
市
」
の
下
に
「
、

坂
戸
市
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

          
 

別
表
第
七
十
九
項
第
四
号
市
町
村
の
欄
中
「
久
喜
市
」
の
下
に
「
、
坂
戸
市
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
九
十
七
項
第
三
号
市
町
村
の
欄
中
「
鶴
ケ
島
市
」
の
下
に
「
、
日
高
市
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
百
十
三
項
第
九
号
市
町
村
の
欄
中
「
熊
谷
市
」
の
下
に
「
、
川
口
市
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

三 

法
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
法
第
十
二
条
の
五
第
四
項
（
同

条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
同
意 

秩
父
市
、
滑
川
町
、

嵐
山
町
、
小
川
町
、

吉
見
町
、
鳩
山
町
、

と
き
が
わ
町
、
横

瀬
町
、
皆
野
町
、

長 

町
、
小
鹿
野

町
、
東
秩
父
村
、

寄
居
町 

 

 

埼
玉
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
（
令
和
二
年
埼
玉
県
条
例
第 

 

さ
い
た
ま
市
、 
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第
三
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正 

す
る
。 

 
 

別
表
第
二
十
一
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
戸
田
市
」
を
「
川
越
市
、
戸
田
市
、
川
島
町
」

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

一 

第
一
条
の
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
三
条
の
規
定 

令
和
三
年
六
月
一
日 

２ 

こ
の
条
例
（
前
項
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
同
じ
。
）
の
施
行

の
際
改
正
後
の
別
表
の
事
務
の
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
法
令
、
条
例
若
し
く
は

規
則
（
以
下
「
法
令
等
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現

に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前

に
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
、
施
行
日
に
同
表
の

市
町
村
の
欄
に
掲
げ
る
市
町
村
の
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も

の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
け
る
法
令
等
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
の
長
の
し
た
処
分

そ
の
他
の
行
為
又
は
当
該
市
町
村
の
長
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 

  
 

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 
 

 
 

 
 

 

  

  117 

十
七
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
及

び
条
例
の
施
行
の
た
め
の
規
則
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次

に
掲
げ
る
も
の 

１ 

条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理 

２ 

条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理 

３ 
条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
指
導
及
び
助
言 

４ 

条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告 

５ 

条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表 

６ 

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令 

 

７ 

条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

並
び
に
立
入
検
査
及
び
質
問 

川
越
市
、
川
口

市
、
越
谷
市 
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提 

案 

理 

由 

 
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
の
推
進
を
図
る
た
め
、
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町
村

が
処
理
す
る
こ
と
と
し
、
及
び
規
定
の
整
備
を
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
百
十
七
号
議
案 

 
 

 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
及
び
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
二

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
一
項
中
「
百
分
の
百
七
十
」
を
「
百
分
の
百
六
十
五
」
に
改
め
る
。 

第
二
条 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
一
項
中
「
百
分
の
百
六
十
五
」
を
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例

第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
四
条
第
一
項
中
「
百
分
の
百
七
十
」
を
「
百
分
の
百
六
十
五
」
に
改
め
る
。 

第
四
条 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 第

四
条
第
一
項
中
「
百
分
の
百
六
十
五
」
を
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 

こ
の
条
例
中
第
一
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
及
び
第
四
条
の
規
定
は

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 
 

 
 

 
 

 

  

提 

案 

理 

由 

知
事
等
の
特
別
職
の
期
末
手
当
の
額
を
改
定
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
百
十
八
号
議
案 

 
 

 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
百
分
の
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
二
十
五
」
に
、
「
百

分
の
百
十
」
を
「
百
分
の
百
五
」
に
改
め
る
。 

第
二
条 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
に
、

「
百
分
の
百
五
」
を
「
百
分
の
百
七
・
五
」
に
改
め
る
。 

（
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
六
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
二
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
七
十
」

を
「
百
分
の
百
六
十
五
」
に
改
め
る
。 

第
四
条 

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
六
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百

六
十
五
」
を
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。 

（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十

八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
百
分
の
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
二
十
五
」
に
、
「
百
分

の
百
七
十
」
を
「
百
分
の
百
六
十
五
」
に
改
め
る
。 

第
六
条 

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」
に
、

「
百
分
の
百
六
十
五
」
を
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 

こ
の
条
例
中
第
一
条
、
第
三
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
、
第
四
条
及

び
第
六
条
の
規
定
は
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 
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提 

案 

理 

由 

 

令
和
二
年
十
月
二
十
二
日
付
け
で
埼
玉
県
人
事
委
員
会
か
ら
さ
れ
た
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い

て
の
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員
の
期
末
手
当
を
改
定
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ

る
。 
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第
百
十
九
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
第
四
項
中
「
と
す
る
」
を
「
と
し
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
す
る
病
院
事
業
の
用

に
供
す
る
施
設
と
す
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
六
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
条
の
次

に
次
の
六
条
を
加
え
る
。 

 

（
病
院
事
業
の
設
置
） 

第
四
条 

県
は
、
県
民
の
健
康
保
持
に
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
病
院
事
業
を
設
置
す
る
。 

 

（
経
営
の
基
本
） 

第
五
条 

病
院
事
業
は
、
常
に
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
と
と
も
に
、
企
業
の
経
済
性
を
発
揮
す

る
よ
う
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

診
療
科
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

脳
神
経
内
科 

 

二 

整
形
外
科 

 

三 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

 

四 

脳
神
経
外
科 

 

五 

神
経
・
精
神
科 

 

六 

泌
尿
器
科 

 

七 

循
環
器
内
科 

 

八 

麻
酔
科 

 

九 

歯
科 

 

（
重
要
な
資
産
の
取
得
及
び
処
分
） 

第
六
条 

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
。
次
条
か
ら
第
九
条
第
一

項
ま
で
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
予
算
で
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
病
院
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産
の
取
得
及
び
処
分
は
、
予
定
価
格
（
適
正
な
対

価
を
得
て
す
る
売
払
い
以
外
の
方
法
に
よ
る
譲
渡
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
適
正
な
見
積
価
格
）
が

七
千
万
円
以
上
の
不
動
産
若
し
く
は
動
産
の
買
入
れ
若
し
く
は
譲
渡
（
不
動
産
の
信
託
の
場
合

を
除
き
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
面
積
が
一
件
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
又
は
不
動
産
の
信
託
の
受
益
権
の
買
入
れ
若
し
く
は
譲
渡
と
す
る
。 

 

（
議
会
の
同
意
を
要
す
る
賠
償
責
任
の
免
除
） 

第
七
条 

法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
病
院
事
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
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賠
償
責
任
の
免
除
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
当
該
賠
償
責
任

に
係
る
賠
償
額
が
十
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。 

 
（
議
会
の
議
決
を
要
す
る
負
担
付
き
の
寄
附
の
受
領
等
） 

第
八
条 
病
院
事
業
の
業
務
に
関
し
、
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
も

の
は
、
負
担
付
き
の
寄
附
又
は
贈
与
の
受
領
で
そ
の
金
額
又
は
そ
の
目
的
物
の
価
格
が
七
千
万

円
以
上
の
も
の
及
び
法
律
上
県
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
で
当
該
決
定
に
係
る

金
額
が
百
万
円
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

 

（
業
務
状
況
説
明
書
類
の
作
成
） 

第
九
条 

知
事
は
、
病
院
事
業
に
関
し
、
法
第
四
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
事
業

年
度
、
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
十
月
三
十
一
日

ま
で
に
、
十
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
と
と

も
に
、
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
作
成
す
る
書
類
に
お
い
て
は
前
事
業
年
度
の
決
算
の
状
況
を
、

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
作
成
す
る
書
類
に
お
い
て
は
同
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
予
算
の
概
要

及
び
事
業
の
経
営
方
針
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
概
要 

 

二 

経
理
の
状
況 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
事
業
の
経
営
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
知
事
が

必
要
と
認
め
る
事
項 

３ 

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
第
一
項
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
同
項
の
業
務
の

状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
知
事
は
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
こ
れ
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

別
表
第
一
中
「
第
六
条
関
係
」
を
「
第
十
二
条
関
係
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
二
中
「
第
七
条
関
係
」
を
「
第
十
三
条
関
係
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
病
院
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
を
適
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用
し
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
事
業
の
設
置
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
た
い
の
で
、
こ

の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
百
二
十
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
（
埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

 
 

別
表
農
林
部
の
項
中
第
五
十
五
号
を
第
五
十
七
号
と
し
、
第
二
十
七
号
か
ら
第
五
十
四
号
ま

で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

                   

（
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
第
二
百
六
号
中
「
家

畜
人
工
受
精
師
免
許
申
請
手
数
料
」
を
「
家
畜
人
工
授
精
師
免
許
申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同

項
第
二
百
七
号
中
「
家
畜
人
工
受
精
師
養
成
講
習
手
数
料
」
を
「
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習

手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
第
二
百
八
号
中
「
家
畜
人
工
受
精
所
開
設
許
可
申
請
手
数
料
」
を
「
家

畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
第
二
百
十
一
号
中
「
家
畜
人
工
受
精

師
免
許
証
書
換
え
交
付
手
数
料
」
を
「
家
畜
人
工
授
精
師
免
許
証
書
換
え
交
付
手
数
料
」
に
改

二
十
八 

家
畜
改
良

増
殖
法
施
行
規
則

第
三
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ

く
家
畜
人
工
授
精

所
の
開
設
の
許
可

証
の
再
交
付 

二
十
七 

家
畜
改
良

増
殖
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
五
年

農
林
省
令
第
九
十

六
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
家
畜
人

工
授
精
所
の
開
設

の
許
可
証
の
書
換

え
交
付 

家
畜
人
工

授
精
所
開

設
許
可
証

再
交
付
手

数
料 

家
畜
人
工

授
精
所
開

設
許
可
証

書
換
え
交

付
手
数
料 

千
九
百
円 

 

千
九
百
円 
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め
、
同
項
第
二
百
十
二
号
中
「
家
畜
人
工
受
精
師
免
許
証
再
交
付
手
数
料
」
を
「
家
畜
人
工
授

精
師
免
許
証
再
交
付
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
中
第
三
百
九
十
四
号
を
第
四
百
六
号
と
し
、
第

三
百
四
十
二
号
か
ら
第
三
百
九
十
三
号
ま
で
を
十
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
百
四
十
一
号
の

二
を
第
三
百
五
十
三
号
と
し
、
第
三
百
三
十
八
号
か
ら
第
三
百
四
十
一
号
ま
で
を
十
一
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
第
三
百
三
十
七
号
の
二
を
第
三
百
四
十
八
号
と
し
、
第
三
百
三
十
二
号
か
ら
第
三

百
三
十
七
号
ま
で
を
十
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
百
三
十
一
号
の
四
を
第
三
百
四
十
一
号
と
し
、

第
三
百
三
十
一
号
の
三
を
第
三
百
四
十
号
と
し
、
第
三
百
三
十
一
号
の
二
を
第
三
百
三
十
九
号

と
し
、
第
二
百
六
十
四
号
か
ら
第
三
百
三
十
一
号
ま
で
を
七
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
百
六
十

三
号
の
四
を
第
二
百
七
十
号
と
し
、
第
二
百
六
十
三
号
の
三
を
第
二
百
六
十
九
号
と
し
、
第
二

百
六
十
三
号
の
二
を
第
二
百
六
十
八
号
と
し
、
第
二
百
四
十
六
号
か
ら
第
二
百
六
十
三
号
ま
で

を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
百
四
十
五
号
の
二
を
第
二
百
四
十
九
号
と
し
、
第
二
百
四
十
号

か
ら
第
二
百
四
十
五
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
百
三
十
九
号
の
二
を
第
二
百
四
十

二
号
と
し
、
第
二
百
十
三
号
か
ら
第
二
百
三
十
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
百
十

二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

    
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
書
換
え
交

付
手
数
料
等
の
額
を
定
め
、
証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
し
、
及
び
規
定

の
整
備
を
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 

二
百
十
三 

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
書
換
え
交
付
手
数
料 

二
百
十
四 

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
再
交
付
手
数
料 
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第
百
二
十
一
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例 

 
（
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
及
び
埼
玉
県
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種 

 

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
） 

第
一
条 

次
に
掲
げ
る
条
例
は
、
廃
止
す
る
。 

 

一 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
二
号
） 

 

二 

埼
玉
県
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼 

 
 

玉
県
条
例
第
八
十
八
号
） 

 

（
埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
四
号
） 

 

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
第
二
項
中
「
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県 

 

条
例
第
六
十
二
号
）
第
四
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
」
を
「
地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病 

 

院
機
構
が
設
置
し
、
及
び
運
営
す
る
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

２ 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八 

 

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
、
病
院
事
業
管
理
者
」
を
削
り
、
同
項
中
第
四 

 

号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
項
中
「
、
病
院
事
業
管
理
者
」
を
削
る
。 

 
 

第
四
条
第
二
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。 

 
 

第
五
条
第
一
項
並
び
に
別
表
第
二
副
知
事
、
公
営
企
業
管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者
、
下
水 

 

道
事
業
管
理
者
及
び
常
勤
の
監
査
委
員
の
項
及
び
同
表
の
備
考
二
中
「
、
病
院
事
業
管
理
者
」 

 

を
削
る
。 

 

（
埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
） 

３ 

埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正 

 

す
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
項
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

４ 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例 

 

第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 
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第
一
条
中
「
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第 

 

六
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
事
業
又
は
」
を
削
る
。 

 
（
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

５ 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ 

 

う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ 

 

繰
り
上
げ
る
。 

 

（
埼
玉
県
行
政
手
続
条
例
等
の
一
部
改
正
） 

６ 

次
に
掲
げ
る
条
例
の
規
定
中
「
、
病
院
事
業
管
理
者
」
を
削
る
。 

 

一 

埼
玉
県
行
政
手
続
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）
第
二
条
第
五
号 

 

二 

埼
玉
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び 

 
 

第
二
十
条 

 

三 

埼
玉
県
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委
員
会
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
四
号
）
第 

 
 

二
条
第
二
項 

 

四 

埼
玉
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
十
一
号
）
第
二
条
第
三
号
及
び
第
四
号 

 

五 

埼
玉
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項 

 

六 

埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
第
八
条
第
一
項 

 

七 

埼
玉
県
債
権
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
第 

 
 

四
条
第
一
項 

 

（
埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

７ 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第 

 

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
二
中
第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で 

 

を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

 

（
知
事
等
の
給
与
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

８ 

知
事
等
の
給
与
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の 

 

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
第
一
項
中
「
、
病
院
事
業
管
理
者
」
を
削
り
、
「
第
六
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め 

 

る
。 

  
 

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 
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提 

案 

理 

由 

 
地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
等
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
関
係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
し
た
い
の
で
、
こ
の

案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
百
二
十
二
号
議
案 

 
 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
に
係
る
重
要
な
財
産
を
定
め
る
条
例 

 
（
法
第
六
条
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
重
要
な
財
産
） 

第
一
条 
地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
（
次
条
に
お
い
て
「
病
院
機
構
」
と
い
う
。
） 

 

に
係
る
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に 

 

お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
重
要
な
財
産
は
、
法
第
四
十
二 

 

条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
可
に
係
る
申
請
の
日
に
お
け
る
帳
簿
価
額
（
現
金
及
び
預
金 

 

に
あ
っ
て
は
、
申
請
の
日
に
お
け
る
そ
の
額
）
が
五
十
万
円
以
上
の
財
産
（
そ
の
性
質
上
同
条 

 

の
規
定
に
よ
り
処
分
す
る
こ
と
が
不
適
当
な
も
の
を
除
く
。
）
そ
の
他
知
事
が
定
め
る
財
産
と 

 

す
る
。 

 

（
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
重
要
な
財
産
） 

第
二
条 

病
院
機
構
に
係
る
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
重
要
な
財
産
は
、
予
定
価 

 

格
（
適
正
な
対
価
を
得
て
す
る
売
払
い
以
外
の
方
法
に
よ
り
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
し
よ
う 

 

と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
適
正
な
見
積
価
格
）
が
七
千
万
円
以
上
の
不
動
産
（
信
託
に
係
る 

 

も
の
を
除
き
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
面
積
が
一
件
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限 

 

る
。
）
若
し
く
は
動
産
又
は
不
動
産
の
信
託
の
受
益
権
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
六
条
第

四
項
及
び
第
四
十
四
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
重
要
な
財
産
を
定
め
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提

出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
百
二
十
三
号
議
案 

 
 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
へ
の
職
員
の
引
継
ぎ
に
係
る
県
の
内
部
組
織
を 

 
 

 

定
め
る
条
例 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
に
係
る
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律

第
百
十
八
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
県
の
内
部
組
織
は
、
埼
玉
県
病
院
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例
（
令
和
二
年
埼
玉
県
条
例
第 

 
 

号
）
第
一
条

第
一
号
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年

埼
玉
県
条
例
第
六
十
二
号
）
第
四
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
埼
玉
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン

タ
ー
、
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
埼
玉
県
立
精
神
医
療
セ

ン
タ
ー
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
五
十
九

条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
県
の
内
部
組
織
を
定
め
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ

る
。 
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第
百
二
十
四
号
議
案 

 
 

 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

第
一
条 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一 

 

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
二
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
百
分
の
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
二
十
五
」
に
、 

 

「
百
分
の
百
十
」
を
「
百
分
の
百
五
」
に
改
め
る
。 

第
二
条 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
二
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
七
・
五
」 

に
、
「
百
分
の
百
五
」
を
「
百
分
の
百
七
・
五
」
に
改
め
る
。 

 
 

附 

則 

 

こ
の
条
例
中
第
一
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。 

  
 

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

令
和
二
年
十
月
二
十
二
日
付
け
で
埼
玉
県
人
事
委
員
会
か
ら
さ
れ
た
学
校
職
員
の
期
末
手
当
に 

つ
い
て
の
勧
告
に
基
づ
き
、
学
校
職
員
の
期
末
手
当
を
改
定
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る 

も
の
で
あ
る
。 


